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総会次第

1 開会の言葉

2 ‐議長・書記 。議事録署名人の選議

3 議事

第 1号議案 2021年度事業報告

第2号議案 2021年度決算報告 及び 会計監査報告

第 3号議案 2022年度役員の承認

第 4号議案 2022年度事業計画案

第 5号議案 2022年度活動予算案

4 質疑応答

5 開会の言葉
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第1号議案

2021年度 事業報告

特定諄嵩奉1活動法人越谷にプ レーパークをつ くる会

1 事業の成果

昨年度はまん延防止等重点措置の期FBl中 に1ま中止となってもヽた越谷市プレーノ(―ク事業ですが、感染対策の徹底や参

力g者の様子から事業の実施に問題がないと判断しヽただき全日程を終了することができました。長年にわかり越谷市と協

議しながら東越谷第7公園や大袋原つぱ公園でのプレーパークの開催を継続してきた成果と言えます。

次年度からの大袋原つぱ公園の整備に伴う実施場所の変更を見据えて、移動型の遊び場づくりという新たな事業への

チャレンジも行いました。そのニーズの高さがわかり、今後の実施方法や実施場所勢工夫により事業の発展の可能性が

見えてきまt/た。このような事業の拡大とともに、人材育成も行いました。乳幼児親子の遊び場づくりを共|=行う仲間

という存在を一年かけて育んでいきました。

aプレーパークの運営に関する事業

・越谷市プレーパーク事業

今年度も弓1き続き新型コEIlナウイルスの感染拡大の状況をおながらの開催となりました。5月に中止となりましたが、

翌年3月の欄催に振替て実施し、全25回の開催を実現できました。

大袋原つぱ公園の近隣に住む人たちを中心(こ常連が増えています。顔見知りになると保護者からは子育ての悩みを打ち

明けられたり、子どもからは遠慮のなしヽ攻撃を受けたりすることもあります。さらにスタッフはスキルが求められる場

面が多くなってきています。

今年度證 名の新人プレーリーダーを受け入れました。彼らの成長とともに運営allスタッフの意識も向上しました。
・移動型の進び場づくり「おちかくプレーパークJ

今年度より開始した新事業。遊び道具を詰め込んだキヤリケース『コE目□くん」を市内3ケ所の屋外空間に持ち込み

午前中の遊び場をつくりました。特に大袋原っぱ公園に来ることが難しぃ南越谷エリア奄中心:こ実施しました。3Elナ

禍で人を集めることが敬遠されがちであることから、積極的な広報活動は行いませんでしたが、たまたま遊び:こ来てい

た人などが足を止めて一緒に遊ぶ時FH3をつくりました。参加者からはコElナ補での出産の大変さや、どこにもしヽかれず

孤独な子育てであることがうかがえました。どこの場所でも「今度:よいつ 7」 「また来て13tじしヽJとの声をしヽただき

ニーズを感じました。

b子ども遊び環境に関する普及 さ啓発事業

"広報活動

年4回の広報紙の発行 (第60号～63号 )。 公武本一ムページの運用.Facebook、 LIN寵よる情報提供。

ブログで参加者やスタッフの声を発信。

・大袋地区センター 乳幼児講座事業

2021年は講師をフリーランスのプレイワーカー早川氏に依頼し、プレーパークやプレーリーダーにつもヽてのお話、乳幼

児の外遊びの魅力について座学を行いました。その後、実際に原つば公園での外遊びを3回にわたり体験してもらいま

した。コロナ禍でなかなか他の親子と交流する機会が少ないせいか、参加者同士の距離の縮まり方はゆつくりでした

が、回数を重ねることで普段の育児の脳みや公園での困りごとなど話し合える仲になつたようでした。

・講演会

日本冒険遊び場づくり協会代表、関戸博樹氏による講演会『遊び場から広がるまちづくりJを北都市民会館で闘催しま

した。子どもたちが安心して豊かに育つことのできる地域づくり iこついての講演。越谷市プレーパーク事業を定期間

催してしヽる (仮称)西大袋第1号公園の2022年整備開始:こ合わせての企画です。公園周辺、近隣住民ヘチラシのポス

テイングを実施。参lJEgは少人数ではありましたが、対面ならではの交流ある講演会を実施できました。講演会の内容

は当日参加できなかった方のために、YouTubeで 限定公開。また、ポスティングチラシをきつかけにプレーバークを知

り、何度も遊びに来て会員になつた家族もいました。
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C 子どもに関わる人材育成(こ 関する事業

。ちびころ

2021年は「お外でアート!Jをテーマに参加機みんなで大きな紙芝居を作成しました。金労済の助成金をTll用 し、絵の具やシー

ル、折り紙などの様々な材料を使つた独創性あふれる絵をつくり、スタッフの協力で最後lt~は絵本にまで仕上しずました。コロナ禍

でなかなか外に出歩くことが難しい時期ではありましたが、近隣{こ住む親子を中心に毎月 7纏程度の参lllがあり、親子ともに思

いつきり遊ぶことでlJフ レッシュできたとの声もありましたり

また、オンライン交流会や読み聞かせ動画OY●山 後公開など、新たな試みlc~も挑戦した1年でもありました。

・他のプレーパークヘの視察研修(ま実施しませんでした。

d 瘍 澤賀づくりに関する馨零難

`越谷市鮫鏃後子ども教室 プレーパーク教室

今年度も感染症の影響が残る中でしたが、感染症対策を引き続き行いながら実施できました。プレーリーダー不在で数室スタッフ

(コ ーディネーターと指導員、ポランテイア)で安全管理や毎醐 大流をみながら遊びを工夫しました。調理などの食べ物を使用

した遊びはまだ様子見ですが、水遊びや火を麟 た遊び1よ再開できるようになりました。まん延防止等重点措置により中止になつ

た月もありましたが、10回中6回開催できました。

2 事業の実施 に関する事項 (2021年4月 1日 ～ 2022年 3月 31日 )

(1)特定非営Xlj活動に係る事業

定款の事業名 事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者

の人数

受益対象者の範囲

及び人数

支出額

(千円)

プレーノ{―クの運営

に関する事業

越谷市プレーパーク事業

毎月第1土・日曜

他

金24回11時～1(要

大袋原っぱ/AN園 189 不特定 1319

1′003

11/28

11時～15時
七左第4公園 10 不特定 90

おちかくプレーパーク
概ね第 1火躍日

全11回

湖畔の森公園・養取檸

社・ レイクタウン大芝

生広場・七左第4公

晨、まち蔵前

33

就学前の

親秒

地域住民

289 158

子どもの遊び環境|こ

関する普及・啓発

事業

HP、 フログ、SNS

による発信
必要時 腱当者による 176 不特定 多数 0

通信の発行、発送 鋼 回 事務所 11 会員他 2194 18

大袋地区センタ・・‐

乳幼児講座事業

9/169/3010/14

10/28

大袋漂つぱ公園

大袋地区センター
30

就学前の

親子
48 85

講演会「遊び場からひろ

がるまちづくり」
10/30 1榔市民会館和室 6

興味のある

方
16 79

文教大学オンライン授業

′、θ)惨夢力ll

11/30 オンラインZ00M 1 文教大学生 多数 13

子ども:こ関わる人材

育成に関す書 業

乳幼児親子の外遊び

ちびころ

織ね第3火曜日

打ち合わせ等全18回

大袋原つぱ公園

大袋地EXIセンター
105

就学前の

規子
215 344

晦 層群易澤れづくり

に関する事業

越谷市放課後子ども教室

プレーパーク教窒

第3土曜日

金6回 13時～16時
東越谷第7公園 49 小学生 他 13ア
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2021年度 活動計算書

令澪E3年 4月 1日から 令鵜4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 越谷にプレーパークをつくる会                  (単 位 :湾 )

科   目 金  額

経常収益

受取会賣

正会員 (32名 )

賛助会員 (4名〕

受取寄附金

受取寄附金

受取勤成金等

受取勤威金

事業収益

ブレーパーク事業

遊び環境警発事業

人材育成事業

雌整懃Э庭到尉訴づくり事業

地域・他団体との交流事業

受託事業収益

プレーバーク事業

遊び環境啓発事業

その他の収益

受取刑患

雑収益

経常収益計 (A)

経常費用

事鞭

(1)人f4H

プレーリーダー費

交通賣

支払謝礼

保育賣

人件費計

(2)その他の経費

交通費

支払い謝礼

事務局費

消耗品費

醐

会場会議費

広告宣伝費

印刷製本費

通信費

渉外資

支払寄付金

支払手数料

その他の経費計

事業責計

64′000

13′000 フア′000

1′ 865′ 862

140,850 140′850

513.000 513′000

0

23,000

27,000

0

0 50`000

1ァ000,000

85.OttO 1,085′ 000

２

　

０ 12

885F705

0

65′000

4′8鑢

1′ 700′947

955r505

2″ 700

424‐700

0

174′734

22′612

11′800

0

70,318

22′ 152

0

0

16′426

745,442
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管理費

(1)人件賣

交通費

事務局費

人件豊計

(2)その他の経費

消耗品費

会場会議費

広告宣伝費

Fp刷製本費

通信費

渉外資

研修賣

支払手数料

公租公課

雑費

減儘償却資

その他経費計

鷺理費計

経常費用計 (B〕

当事毒緩副哺曜謝同諾震 (A一 議)

経軸

経常外収益計 (C)

経常

'卜

費用

通年度損益修IE捜

経常外費薦計 (D)

当期I睡 壇減譲③ (A‐BttC‐D)

前期繰越IE味財産額②

次期繰越麟 額 (① +② )

ア4′235

lrアアS′ 182

Ю

13,613

900

0

2′540

17′056

19′000

5′000

736

0

アプ100

8′ 290

74夕235

90′680

0

0

90′ 680

1′ 113,391

1′ 204′071
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計算書類籐注記

‡.重繁議会議方針

計算書類の作成は、爛PO法人会計基準 (2011年 11月 20日  辮PO法人会計基準協議会)によっています
`

2` 事業副購釜傷状況

3“ 爾定贅産の増減内訊

(単位 :円 )

科簿
| 贄 苺

甲 1寧⑫ 含暑ま
|プレ■パ■ク 椰 華 ;鰤 鞭 鵬 離 礫

経常収益

1,受取会費

2,受取寄附金

3,受取助成金等

4,事業収益

5,受託事業

6,その他収益

経常収益計

0

0

150′ 000

0

1,000,000

0

0

0

63′000

23了000

85=000

0

300′ 000

27′000

0

0

0

450

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Cl

450

513′000

50f000

1ァ 085′000

0

77=000

140′ 400

0

0

0

12

77′ 000

140′ 850

513′ 000

50′000

1′ 085′000

12

1.lSO,000 171J000 3271450 Il O 1′ 648′ 450 217′ 412 1,865′862

I 経常費用

(1}人件費

プレーリーダー賣

交通費

支払謝礼

保育費

事務局贄

人件質計

(2)その他経費

交通費

支払い謝礼

輔 費

消耗品質

支払保険料

会場会議質

広告宣伝費

10811製 本震

通信贅

渉外資

研修賣

支払寄附金

支払手数料

公糧公課

減価償却露

雑費

その他経費計

経常費用言ヤ

845Jア05

0

0

Cl

0

40,000

0

65,000

4r800

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

885′ 705

0

65ァ000

4,800

0

0

0

0

0

0

885′ 705

0

65ァ 000

4F800

0

845,715 10,′ 800 0 0 955′ 505 0 955′ 505

0

2391200

0

59′727

|

0

0

f460

0

0

0

0

15′ 070

0

0

0

0

45/000

0

11′ 943

0

2′ 300

0

9,080

157880

0

0

0

1′026

0

0

0

2f700

140′ 500

0

103ノ064

22′612

9,500

0

59f738

5′600

0

0

0

330

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

40

672

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ll

O

0

0

0

0

0

0

0

0

2′フ00

424;フ C10

0

174r734

22′612

11/800

0

70.318

2ふ 152

0

0

0

16F426

0

0

0

0

0

0

13′613

0

900

0

2′ 540

17′ 056

19′ 000

5′000

0

736

0

8′ 290

7ァ 100

2′ 700

424,700

0

188`347

22′612

12′ 700

0

72,858

39′ 208

19′000

51000

0

177162

0

8」290

7′ 100

315=457 85′229 344′ 044 712 0 ア45′442 74′235 819,677

11161,162 195′029 344′ 044 712 0 1′ 700「 947 74,235 1ァフ75′ 182

当期経常増減額 ▲ 11′ 162 ム 24.029 ▲ 16′ 594 ▲ 712 0 A52′ 497 143,177 90′ 680

(単位 :円 )

料目 期首節得欄類 取得 減少 籠末取購 鶏末犠簿燻雛

常 形 国 疋 買 雇

倉庫 119′ 784 119′ 784 8,290 111,494

6ページ



貨借対照糠

令和4年 3月 31日現在

特定非営刺活動法人 越谷にプレーバークをつくる会 (単位 :円 )

科   園 金  額

資麗の部

流動資産

現金預金

未戦金

前払金

流動資産合計

固定資産

備品

固定資産合計

資産合計 (A)

負債の部

流動負債

前受金 (次年度会費)

前受助成金

未払金

預り金

流動負債合計

回定負債

固定負債合計

魚1誨釜)言十(3)

正味財産の部

前螺繰越正味財産

当期正味財産増加額 (減少額)

正味財産合計 (C)

負債及び正味財産合計 (3)十 (C)

1′072′フア7

160′ 000

0

1′232′ 777

1,344′271

111,494
111′494

0
140″200

0

140′200

0

140′200

0

1′ 113′ 391

90′680

1′ 204′071
1′ 344′ 271
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購理目鏃

令和4年 3月  31日現在

特定非営利活動法人 越谷にプレーパークをつくる会 (単位 i門 )

科  園 金  額

資産の部

流動量産

現金預金

手元現金

栃本銀行書通預金

ゆうちょ餞財f

来収金

前払金

流動資産合計

固定資産

備品

固定資産合計

資産合計 (A)

負債の部

流動負債

前受金 (次年度会費)

前受勁成金

未払金

預り金

流動負債合計

固定負債

固定負債合計

負債合計 (3)

正味財産 (C) (A) (3)

55′ 102

1′017′ 675

0

160′O00

111,494

0

O

140′200

0

0

1′ 232,アフア

111′ 494

1,344′271

140′ 200

0

140ノ200

1′ 204′ 0~/1
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監 査 報 告 書

特定非営利活動法人 越谷にプレーパークをつくる会
代表理事 渕野 彩子 殿

2022有1 ∫ 月 2 日

監事を司確率に0以

私は、特定非営fll活動促進法第18条の規定に基づき、特定非営利活動法人越谷
にプレーパークをつくる会の2021年度 (2021年 4月 1日 から2022年 3月 31日 ま
で)の事業報告書及び計算書類 (財産目録、貸借対照表及び活動計算書)につい
て監査をおこなつた。
監査の結果、法人の業務は法令、定款及び2021年度の活動方針、事業計画に基

づき適正に執行され、会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則つて

適正に処理されているものと認められた。
よつて、私は、上記の事業報告書及び計算書類が、特定非営利活動法人越谷に

プレーパークをつくる会の2022年 3月 31日 をもって終了する事業年度の業務執行
の状況、経営の状況及び同日現在の財政状態を適正に表示しているものと認める。

以 上
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機 員 名 簿

特定非営Ill活動法人 越谷にプレ‐パークをつくる会

役  名 氏  名

理 事 渕野 彩子

理 事 星野 久美子

理 事 ナ|1村 久美

理 事 金森 幸

理 事 栗圏 彩子

理 事 戸澗 睦子

監 事 會圏 皓章
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第4号議案

2022難度 事業計画

特定非営澪じ活動法人越谷にプ レーパークをつ くる会

1 事業の方針                            =
今年度も全事業において新型コ自ナウイルスの感染対策を行つた上の事業実施をします。行IFlとの協働事業:こつい

ては撃Iき続き越谷市と協議しながらすすめます。特に本年度より西大袋の公園整備事業が始まることから越谷市プ

レーパーク事業の開催場所の変更があります。今後の事業の推進を1まかるためにも協議の機会を増やして行きたいと

考えてしヽます。またこれに伴い、今までの大袋地区でのプレーパークファンを大事にしつつ、新たな地域での拡大に

努めます。

昨年度より始めた移動型の遊び場づくりについては今後像事業発展を見据えた活動を行います。

aプレープモークの運営に懸する事業

・越谷市プレーパーク事業

4月 より毎月2回のプレーパークと出張プレーパーク (11月 23日 )1回、合計25回の開催を予定しています。3名の

プ1/イワーカーと1名の新人プレイワーカーを採用し実施します。大袋原っl~f公園の整備が開始されるため、銅 より

越谷総合公圏で実施します。 (2023年 3月 は出羽公園)出張プレーノ(―クは七左第4公園で実施します。

・移動型の遊び場づくり事業

オリジナルで制作したキャリーケース『コロコElく んJIこ遊び道具を請め込んで、越谷市内の様 な々屋外空間で遊

び場をつくる事業です。本年度は中央ろうきんより助成金をしヽただき、回数を増やし実施します。将来的に車両を

使つた事業に発展できるよう準備をすすめてもヽきます。

b子ども遊び環境に関する普及・啓発事業

・広報活動

より充実した内容にするため、慮報紙の発行回数を年 3回に変更し発行 (第648～66号 )。

FacebOo鰤 bLINEに よる情報提供。ブ鐘グで参攘者やスタッフの声を発信。 公式本一ムページの運用

・大袋地区センター 乳幼児講座事業

西大袋区公園整備工事のため、翻催場所をi騨市民会館横の恩聞第2公園:こ移し実施する予定です。前年度に引き続

き、講師をフリーランスのプレイワーカー早′:|七海氏に依頼し、外遊びの魅力やプレーパークについての座学・ワー

クショップを全 3国で行います。

。講演会

「移動式遊び場づくり」についての講離 7月 2日にオンラインで開催する予定です。タイトルは「どこでも遊び場

～移動申 可能性」。講師は移動螂 ネットワーク代表墨野諭氏と一般社団法人SS晰 俊氏。移

動式遊び場づくりとは何か、子どもたちや地域にどんな効果をもたらすのか、具体的にどのようlc~行つているのか事

例等を紹介します。地域新聞も活用して、市民lt~知つてもらう機会をつくります。一緒に活動してみたtll応援した

い lと思える市民を越谷中に増やしたいと考えています。越谷市内での移動式遊び場づくり実現に向けた講演会で

す。

c 子どもに関わる人材育成に関する事業

・ちびころ

2022年度は開催場所を手間台第4公園に移し、毎月第3火曜日にちびころを実施します。乳幼児親子へ外遊びの魅力

を発信するだけでなく、ちびころのフアンとなリスタッフとして活動を支えてくれるような人材発掘を目指します。

遊びの内容に:ま、葉つぱやどんぐりなどの自然素材を使つた工作をしたり、毎年好評のお外での絵本の読み聞かせを

実施する予定です。また、子どもも大人ものびのび遊べるようなスタッフの見守りや言葉がけを積極的に行つていき

たいと思います。
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懸地域の居場所づくり1こ 関する事業

,越谷市放課後子ども教室 プレーパーク教窒

今年度は感染症対策も進んできたので募集人数を昨年度より増やして実施します。教室の雰囲気に慣れていなしヽ子どもが多 tヽ と予想さ

れ討 。安全管理に気を西こりながら子どもたちの様子をみて自由でのんびりとした数室をつくります。また保護者ヘプレーパークの理解

につながる発信在心がけていきます。募集定員30名。弓|き続き昼食後の参力1を進めるため開催時間は13時～16時です。

e地域や他団体 との交流事業

・越谷こどもネットワーク

子どもの権利を守ることをミッション〔ご活動雀して0ゝる越谷市内の団体や個人とのネットワークづくりをすすめます。

今年度は越ク谷こどもなふぇ食堂ぽらむの家、せんげん台こども食堂と当法人が発起人となり越谷市市民活動支援センターの機種

TOMOの制度を活用して交流の場をつくります。事務局を当法人が担当。

・埼玉冒険遊び場づくり連絡協議会のプレイリーダー研修|こ協力

5月～11月 まで実施されるこの研修プログラムの現場実習先として協力を行しヽます。

当法人よリトレイナー役を選出し、受講生の指導にあたります。

2 事業の実施 1こ関する事項 (2022年4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 )

(1)特定非言Xll活動に係る事業

定款の事業名 事 業 内 容 実施鶴崎 実施場F~Fr

従事者

の人数

受益対象者の範囲

及び人数

支出額

(千円)

プレーパークの運営

に関する事業

越谷市プレーパーク事業

概ね第1土日

全24回 11時～16時

大袋原っぽ公園

越谷総合公園

出羽公圏 170

不特定 144Φ

1″005

11/23

11時～16時
七左第4//AN園 不特定 190

おちかくプレーパーク

棚臨嬌目1,3

金18鰯

打合せ会議

本曜日

2回

濁彎の森公園 `轟貧

公躍・レイクタウン

芝生広場、七左第4公

33

就〒雨の

親子や

nf■民

60● 485

子どもの遊び環境に

関する普及・啓発

事業

SNS、 ブElヴ、日Plこ よる

難
必要時 担当者による 36 不特定 鐵 0

通信の発行、発送 年 3回 事務所 9 会員他 2200 19

大袋地区センター

乳幼児講座事業
9/2910/1310/27

恩闇第2公園及び

大袋地区センター
15

就学前の

親子
60 70

講演会

「どこでも遊び場～移動式

遊ぴ場の可能性」

7/之 (土〕

9時30分-12時

オンライン

(Z00M)
9 興味のある方 50 117

子どもに関わる人材

育成に関する事業

乳幼児親子の外遊び

ちびころ

鵬 3火曜題

全 11回
千FEI台第4公園 55

就学前め

親子
440 29

地域の麗場所づくり

に関する事業

越谷市放課後子ども教室

プレーパーク教室

明 ～毎月第3土曜日

全10回 13時～16時
東越谷第ア公園 60 小学生 他 230 3

地域や梅団体との交

流事業

越谷こどもネットワーク

catt TO馳

町28t闘リ

10時～12時

越蒼 r13市民凄爾支

援センター

子ども支援の

団体・儘入
20 7

さばれんプレイリーダー基

礎研修現場実習受け入れ
5月 ～11月

入 簑懸 つ t凛然 園

越谷総合公園
研修プログラ

ムの受講者
12 12
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2022年度 活動予算

2022年  4月  1日から 2023年

越谷にブレーパークをつくる会

(案)

3月  31日まで

(単位 :円 )

特定非営利活動法人

1 受取会費

正会員受取会費

賛F/t会農受取会費

2 受取寄附金

受取寄鮒金

3 受取助成金等

受取民間助威金

4 事業収益

受輔 ネL

自主事業収益

受託事業収益

5 その他収益

受取利患

雑収益  |
経常収益計 (A)

E 経常費用

1 事業費

(1)人件震

プレーリーダー費

交通費

支払謝礼

保育費

人件費計

(2)その他経費

交通費

支払謝礼

事務局費

消耗品費

保険料

会場 。会議露

広告宣伝費

印Sll製本費

通信賣

研修費

支払手数料

その他経費計

事業費計

90″ 000

50′000

573.000

1′ 835′ 012

80,000

10,000

0

33′000

1■ 凄:0零9:000

1′ 746′770

1.418,000

0

72.000

7″500

1′ 497′ 500

10′900

73′000

0

33β40

17,000

4′000

31′ 200

32′870
20,700

0

25,760
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管理費

(1)人件費

事務局

交通費

人件費計

(2)その他経費

消耗品費

会場 。会議費

広告宣伝費

E鸞311襲本費

通信費

渉外費

研修費

支払手数料

減価償却費

雑費

その他経費計

管理資 計

経常費用計 (3)

当期経常増減額 (A-3)
経常外収益

固定資達売却益

経常外収益計 (C)

経常外費用

通年度損益修正損

経常外費用計 (D)

①当期正味財産増減額

②前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

(A-3+C― D)

(① +②)

０

０

1′819′ 060

72ノ290

15′ CIC10

1′000

0

3′000
20,000

197000

5′00o

l,000

8′290

0

72′ 290

15,952

0

0

15′952

1″ 204′071

1「 220′ 023
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